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基本構想基本構想 基本計画基本計画 基本設計基本設計 実施設計実施設計 工事施工工事施工

計画段階 設計段階 施工段階
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Ⅱ．基本構想の振り返り



Ⅱ．基本構想の振り返り



所在地 多賀城市中央一丁目23番及び161番の一部

敷地面積 約14,500㎡（1.45ha）

Ⅱ．基本構想の振り返り
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Ⅳ．子どもの遊び場機能

◎子どもの遊び場機能に期待する３つの効果
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Ⅳ．子どもの遊び場機能

•

•

•

0歳 2歳 8歳

走り回れる年齢 スポーツへの転換期

子サポ SW施設（子ども遊び場） ソフト事業



Ⅳ．子どもの遊び場機能

•

•

•

•

パターン A. 接続型 B. 融合型

イメージ

遊び場をサブアリーナに隣接して設置
サブアリーナと連結させて使用可能

サブアリーナと同一空間に、サブア
リーナを囲むように遊び場を設置



Ⅳ．子どもの遊び場機能

サブアリーナとの連携メリット

安全面等の課題

留意点（今後の検討事項）

相乗効果が期待できる付帯的な機能
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項目 規制等
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Ⅴ．想定施設規模

倉庫・機械室

駐
車
場

観客席

メインアリーナ

サブアリーナ遊び場

多目的室

交流
スペース

プール

柔剣道場 弓道場
更衣室
シャワー

WC

更衣室・WC

事務室

トレーニング室

スタジオ

1階平面図 2階平面図 3階平面図

事務室 更衣室
WC

備蓄倉庫

更衣室
WC

更衣室
WC

体育館部分 プール部分 合 計

1階面積 5,200㎡ 1,380㎡ 6,580㎡

2階面積 3,100㎡ 620㎡ 3,720㎡

3階面積 700㎡ - 700㎡

延床面積 9,000㎡ 2,000㎡ 11,000㎡



Ⅴ．想定施設規模

延床面積 ㎡当たり単価 坪あたり単価 概算建設工事費

11,000㎡ 1,200千円 3,960千円 13,200,000千円

概算建築費 交付税措置額（７０％） 実質負担額（３０％）

13,200,000千円 9,240,000千円 3,960,000千円



Ⅵ．市場調査結果
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Ⅶ．事業周知・意見集約の状況



日程 会議等名称

Ⅶ．事業周知・意見集約の状況

※実施済みのものを掲載。今後も様々な機会で事業周知・意見集約の場を検討する。



期間 意見集約メニュー 概要

Ⅶ．事業周知・意見集約の状況
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Ⅶ．事業周知・意見集約の状況

写真：パネル（レクリエーションフェスティバル）写真：各イベントでのアンケート実施状況



Ⅶ．事業周知・意見集約の状況



Ｑ.運動機会を増やしたいか

Ｑ.（増やしたいと思う）理由

Ⅶ．事業周知・意見集約の状況

※3つまで選択



Ⅶ．事業周知・意見集約の状況

Ｑ.どのようなきっかけがあれば増やしたいと思うか

Ｑ.（増やしたいと思わない）理由 ※2つまで選択

※3つまで選択



Ｑ.SW施設を使ってみたいか

Ｑ.どのように利用したいか

Ⅶ．事業周知・意見集約の状況

※3つまで選択



Ⅶ．事業周知・意見集約の状況

Ｑ.（使ってみたいと思わない）理由 ※2つまで選択



Ⅶ．事業周知・意見集約の状況

画像：スポーツウェルネス通信

写真：②の事業周知パネル
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Ⅶ．事業周知・意見集約の状況
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年度
R8

(2026)
R9

(2027)
R10
(2028)

R11
(2029)

R12
(2030)

R13
(2031)

R14以降
(2032～)

１ 用地取得

2 基本計画

3 基本設計

4 実施設計

5 建築工事

6
既存施設
解体・売払

年度

        　　　 月

事業手法

従来方式

DB方式

DBO方式

PFI方式

建設工事

基本計画 公募資料、仕様作成 提案
審査・
契約

基本設計・実施設計 建設工事

基本計画
公募資料、
仕様作成

提案
審査・
契約

基本設計・実施設計

実施設計 発注 建設工事

基本計画
公募資料、
仕様作成 提案

審査・
契約

基本設計・実施設計 建設工事

1～3 4～6 7～9 10～12 1～3

基本計画 発注 基本設計 発注

7～9 10～12 1～3 4～6 7～9 10～121～3 4～6 7～9 10～12 1～3 4～6

R13年度

4～6 7～9 10～12 1～3 4～6 7～9 10～12

R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 R12年度



Ⅷ．事業スケジュール
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所在地
多賀城市中央一丁目23番
及び161番の一部

敷地面積 約14,500㎡

区域区分 市街化区域

用途地域 近隣商業地域

事業対象地

参考資料

現状
規模

総合
体育館

敷地面積：約9,666㎡
建築面積：約4,456㎡
駐車台数：150台

市民
プール

敷地面積：約6,838㎡
建築面積：約2,066㎡
駐車台数：50台



参考資料

※基本計画において実施

整
備
計
画
等
の
策
定

導
入
可
能
性
調
査

事
業
手
法
の
決
定

実
施
方
針
の
策
定
及
び
公
表

特
定
事
業
の
評
価
・
選
定
、
公
表

民
間
事
業
者
の
募
集
、
評
価
・
選
定
、
公
表

事
業
契
約
等
の
締
結
等

事
業
の
実
施
（
設
計
以
降
）
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出典：内閣府民間資金等活用事業推進室ホームページ

■一般的なPFIの事業スキーム
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スポーツウェルネス スポーツ（運動）と、ウェルネス（1961年に
米国のハルバート・ダン医師が「ウェルネスと
は、輝くように生き生きしている状態」と提唱
した概念）の言葉の組み合わせ

Well-being ウェルビーイング。身体的・精神的・社会的
に良好な状態にあること、社会的な幸福のこと

PPP PPP（Public Private Partnership）とは、公共施
設等の建設、維持管理、運営等を行政と民間が
連携して行うことにより、民間の創意工夫等を
活用し、財政資金の効率的使用や行政の効率化
等を図るものの総称であり、指定管理者制度や
包括的民間委託、PFI（Private Finance Initiative）
など、様々な方式がある。

DB DB（Design Build）とは、施設の設計と施工を
一括して発注する方式

DBO DBO（Design Build Operate）とは、施設の設計
と施工に加え、管理運営まで一括して発注する
方式

PFI PFI（Private Finance Initiative）とは、公共施設
等の建設、維持管理、運営等を民間の資金、経
営能力及び技術的能力を活用して行う手法。
民間の資金、経営能力、技術的能力を活用す

ることにより、地方公共団体等が直接実施する
よりも効率的かつ効果的に公共サービスを提供
できる事業について、PFI手法で実施する。

Ｐ
Ｆ
Ｉ
関
連
用
語

BTO

BTO（Build Transfer Operate）とは、民
間事業者が施設等を建設し、施設完成直
後に公共施設等の管理者等※に所有権を
移転し、民間事業者が維持・管理及び運
営を行う事業方式

BOT

BOT（Build Operate Transfer）とは、民
間事業者が施設等を建設、維持・管理及
び運営し、事業終了後に公共施設等の管
理者等※に施設所有権を移転する事業方
式

BOO

BOO（Build Own Operate）とは、民間
事業者が施設等を建設、維持・管理及び
運営し、公共施設等の管理者等※に施設
の所有権移転を行わない事業方式

SPC
（特別目的会社）

SPC（Special Purpose Company：特別目
的会社）とは、当該ＰＦＩ事業を実施す
ることのみを目的に設立される法人で、
設計会社、建設会社、維持管理会社及び
運営会社等で構成される。

DA
（直接協定）

DA（Direct Agreement：直接協定）と
は、民間事業者が事業遂行困難となった
場合に、資金を供給している金融機関が
プロジェクトの修復を目的に、事業に介
入するための必要事項を規定した公共と
金融機関との間で直接結ばれる協定

VFM VFM（Value for Money）はPFI事業にお
ける最も重要な概念の一つで、支払い
(Money)に対して最も価値の高いサービ
ス(Value)を供給するという考え方のこと
従来の方式と比べてPFIの方が総事業費

をどれだけ削減できるかを示す割合

※「公共施設等の管理者等」＝公共施設等の管理者である地方公共団体の⾧
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